
学校教育に関するアンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肯定的評価が 81％と、多くの保護者が理解

を示しているが、そう思わないと考える保

護者が 2.5％と若干名いる。今後も引き続

き、生徒への声掛けなど生徒理解に努める。 

肯定的評価が 80.2％と多くの保護者の理

解は得られているが、今後も基礎・基本の

定着を図る取り組みを継続する。 

肯定的評価が 74.3％と 8割を切っている。

本校の課題である不登校生徒への対応に対

して、生徒支援担当教諭を中心に組織的な

対応が必要である。 

肯定的評価が 75.2％と 8割を切っている。 

生徒への指導後の家庭連絡において、十分

な理解が得られるように丁寧な説明を引き

続き行っていく。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肯定的評価が 91.7％と高い。今後も引き続

き通信や HP を使って学校の様子を保護者

に伝えていく。 

 

肯定的評価が 91.8％と高い。今年度は学校

行事等が以前のように行われていることが

影響しているものと考える。 

 

肯定的評価が 87.6％と高い。今学期は避難

訓練や交通安全教室などに取り組んだ。 

 

肯定的評価が 85.1％と高い。2 学期も道徳

科や学級活動の時間を通して引き続き取り

組んでいく。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肯定的評価が 91.7％と高い。今年度から、

全員部活動制を改め、校外でのクラブチー

ムに専念できる環境を整えた。それにより、

校内外で生徒が生き生き活動できている。 

肯定的評価が 76.1％とやや低い。この項目

の肯定的評価は 9 割を目指し、今後も生徒

が「学校に行きたい」と思える学校づくり

に努める。 

肯定的評価が 90.9％と高い。生徒の身だし

なみへの意識も高く、校内でのあいさつの

声もよく聞こえている。継続した指導を行

っていく。 

肯定的評価が 76.9％とやや低い。13の項目

との関連もあるが、日常的にゲームや携帯

電話の使用時間が長い生徒がいる。（生活調

査より） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肯定的評価が 60.4％と低い。ゲームや携帯

電話の利用時間などのルールの設定につい

ては、今後も家庭と連携して指導していく。 

肯定的評価が 78.5％と 8割近い。睡眠や朝

ごはんの大切さを継続して指導していく。 

肯定的評価が 67％とあまり高くないが、今

年は親睦レクバレーなどの PTA 行事で盛り

上がりを見せた。魅力ある PTA 活動の運営

に努めたい。 

肯定的評価が 84.3％と 8割を超えている。

この項目は 9 割以上を目指し、より信頼さ

れる学校づくりに努めていきたい。 


